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宮崎県の南⻄部、都城盆地に位置する三股町は、
自然豊かな「花と緑と水のまち」です。

都城圏域（3市1町）の中では、
最も右側に位置しています。

❤ 都城市や宮崎市に隣接しており、ベッドタウンとして⼈気がある
❤ 地形がハートの形をしているハートフルなまちとしてPR
❤ 空港やIC、フェリーターミナルへのアクセスも良好

１ 三股町の概要について

熊本県

三股町

ハート型のまち三股町❤

✈

✈ 宮崎空港まで
約４０分（⾼速道路）

都城
IC

❤

� 山之口スマートICまで
約１５分

✈⿅児島空港まで
約１時間（⾼速道路）

⛵志布志港フェリーターミナルまで
約１時間（都城志布志道路）

� 都城志布志道路（梅北IC)まで
約１５分

空

陸

海

－アクセス－

●

� 都城ICまで
約１５分

⛵宮崎港フェリーターミナルまで
約５０分（⾼速道路・⼀ッ葉有料道路）

山之口
スマート
IC
●

宮崎
空港

● 宮崎港
フェリーターミ
ナル

✈
⿅児島空港

志布志港
フェリーターミ
ナル

●
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三股町を地域の特徴に応じて４つに区分。
それぞれの地域が、「自然豊かな場所が良い」「職場に近いほうが良い」「都市部へのアクセスが良い」
などの様々なニーズに応えます。

町北部地域
町東部地域

至 日南市

町中央地域

三股町の中心地ゾーン
三股駅、町役場、図書館などの
公共施設がそろっています。

「交通の便を活かした⼯業ゾー
ン」と「働く場と近接した居住
ゾーン」、周辺を取り囲む「田
園と調和した居住ゾーン」から
形成されています。
運動公園があるほか、国道269
号線へのアクセスも良好。

自然豊かな⾥山ゾーン。
町中心部、都城市街地へも
短時間で⾏けるため、
都市部に近い田舎暮しが可能。

町南部地域
雄大な霧島を背に広がる田園風景が広がり、田園と調和した居住
ゾーン。国道222号線へのアクセスも良好。

１ 三股町の概要について

※R5.7.1現在
・⼈口25,470⼈

（10,369世帯）
・東⻄18km
・南北12.7km
・面積110.02㎢

ハート型のまち三股町❤
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「街の幸福度＆住み続けたい街ランキング2021」で
街の幸福度ランキング全国第３位、九州・沖縄では第１位 住み続けたい街ランキング県内第1位

「街の住みここち&住みたい街ランキング2023」では、
街の住みここちランキング５年連続で県内第1位を獲得しました︕

街の幸福度＆住み続けたい街ランキング

■ 幸福度ランキング2021（全国版）
■ 住み続けたいランキング2021（宮崎県版）

■ 住みここちランキング2024（宮崎県版）

※大東建託株式会社調べ

ハート型のまち三股町❤
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ハート型のまち三股町❤

６ 三股町の目指す将来像について

P15

町の将来像（第6次三股町総合計画）
『自立と協働が織りなす

元気あふれるまち 三股』

① 自主・自立のまちづくり

４つの基本理念

② 参画・協働のまちづくり

③ 快適環境のまちづくり ④ 安心・安全のまちづくり

５つの基本目標

豊かな自然と共生し、
安全で快適に暮らせる
定住のまちづくり

歴史と伝統を尊び、
豊かな人間性と創造力を育む

文教のまちづくり

やさしさとぬくもりにあふれ、
みんなが支え合う

生涯健康・福祉のまちづくり

活力ある未来を拓く、
持続可能で強靭な
産業のまちづくり

人々の英知と努力、
協働で創る

自主自立のまちづくり

三股町は、昭和46年に第1次総合計画を策定して以来、令和2年度
を目標年次とする第5次総合計画まで、生活基盤の整備、産業振興、
教育や健康福祉の充実などに努めるとともに、自主自立の道を選択し、
町民と行政との協働によるまちづくりに精力的に取り組んできました。
また、自立と協働で創る元気なまちを実現するため、町民と行政が

お互いに創意工夫しながら連携協力してまちづくりを行うルールとして
「三股町まちづくり基本条例」を制定し、平成25年から施行しています。

地球的な規模での環境問題や自然災害、新型コロナウイルスの世
界的大流行、少子高齢化及び人口減少社会の到来など、町政を取り
巻く環境が大きく変化する中、『第6次三股町総合計画』では、これまで
の成果や経験を土台としつつ、地域特性を生かした持続可能で強靭
なまちづくりを推進していきます。

これまでの軌跡・・・

これからの歩み・・・



ハート型のまち三股町❤
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三股町交流拠点施設整備事業＜令和３〜６年度＞について
〜企業版ふるさと納税 寄付対象事業〜



MIMATA TOWN

三
股
町

１ 町公式サイトへでのご紹介

２ 感謝状の贈呈

３ プレスリリース

４ 広報みまた（発行数：7,600部）

５ 寄付をきっかけとしたプロジェクトの連携・協業

寄付をするメリット等


